ロシア・テレビによる安倍総理へのインタビュー

（２００６年１１月１７日放送）

（導入）ＡＰＥＣ首脳会合において鍵となる参加国の一つは日本である。先日総理に就任した安倍総理は、プーチン大統領と今回初めて会談する。安倍総理は、メルニコフ当テレビ局特派員に対する独占インタビューに答えた。インタビューの中で、安倍総理は日露関係に関するご自身の考えを述べた。

（インタビューアー）安倍総理、こんにちは。本日のインタビューに時間を割いて下さり感謝する。安倍総理のもとで進められている外交方針についてお尋ねしたい。特に隣国との関係深化、改善についてよく触れられている。韓国、中国についてはよく言及されているが、ロシアについての言及がないのはなぜか。
（安倍総理）私は所信表明演説において、日露関係の発展の必要性について述べた。また、その中で、日露関係を改善させるために我々は可能な限り粘り強く努力するつもりであり、そのためには平和条約の締結が不可欠であることを述べた。私の父は外務大臣を務めていたが、２０年前に外務大臣として１０年ぶりに平和条約締結交渉を再開した。また、ガンに冒された後も、最後の力を振り絞って、当時のソビエト連邦に赴き、日本とソ連の関係を改善させるためにゴルバチョフ大統領と会談した。私も父の遺志を受け継ぎ、また、両国の関係を前進させたいと考えている。日本とロシアの二国間関係は、大変大きな可能性を秘めていると思う。この可能性を現実のものとするためには、やはり領土問題を解決する必要があると考えている。そのためには、今まで合意された諸合意、あるいは諸文書に基づき、日露両国が受け入れ可能な解決策を模索していく、解決策に向けてお互いにねばり強く努力していくことが大切だろうと思う。

（インタビューアー）安倍総理、インタビューに時間を割いて下さり感謝する。
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